
 

 

 

 
 

 

 

 

 

駅スタンプアプリ「エキタグ」 

阪急電鉄の全駅にエキタグデビュー! 
 

 

 

 

 

■デジタル駅スタンプ「エキタグ」の対応路線・対応駅拡大 

（１）設置駅とスタンプデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２６年３月２５日 

◎株式会社ジェイアール東日本企画が提供する駅スタンプアプリ「エキタグ」では、2026年４月１日（水）

より、阪急電鉄の神戸線、宝塚線、京都線の全駅にエキタグがデビューします。 

ぜひこの機会に阪急電鉄に乗ってエキタグ集めにでかけませんか。 

NEWS 

神戸本線のスタンプ帳ラベル 

【対応路線・設置駅】 

神戸本線 

 大阪梅田駅、中津駅、十三駅、神崎川駅、園田駅、塚口駅 

 武庫之荘駅、西宮北口駅、夙川駅、芦屋川駅、岡本駅 

 御影駅、六甲駅、王子公園駅、春日野道駅、神戸三宮駅 

 花隈駅※ 

伊丹線 

 稲野駅、新伊丹駅、伊丹駅 

今津線 

 今津駅、阪神国道駅、門戸厄神駅、甲東園駅、仁川駅 

 小林駅、逆瀬川駅、宝塚南口駅 

甲陽線 

 苦楽園口駅、甲陽園駅 

※神戸本線には花隈駅を含みます。 
スタンプデザイン（一例） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※大阪梅田駅・十三駅のスタンプは、神戸本線・宝塚本線・京都本線のスタンプ帳に反映されます。 

※中津駅のスタンプは、神戸本線・宝塚本線のスタンプ帳に反映されます。 

※大阪梅田駅のスタンプは、１タッチで 3 種類のスタンプが同時に取得できます。 

 

（２）スタンプの取得時間・取得場所 

  エキタグスタンプ設置駅には NFC タグのサインを掲出いたします。 

 サインは、阪急電鉄カラーとなります。 

設置スタンプの取得時間、取得場所は、アプリ内スタンプ帳の各駅の 

｢i｣マークをタップし、ご確認ください。 

 

 
NFC タグのサイン 

（阪急電鉄カラー） 

宝塚本線のスタンプ帳ラベル 

【対応路線・設置駅】 

宝塚本線 

 大阪梅田駅、中津駅、十三駅、三国駅、庄内駅 

 服部天神駅、曽根駅、岡町駅、豊中駅、蛍池駅 

 石橋阪大前駅、池田駅、川西能勢口駅、雲雀丘花屋敷駅 

 山本駅、中山観音駅、売布神社駅、清荒神駅、宝塚駅 

箕面線 

 桜井駅、牧落駅、箕面駅 

京都本線のスタンプ帳ラベル 

【対応路線・設置駅】 

京都本線 

 大阪梅田駅、十三駅、南方駅、崇禅寺駅 

 淡路駅、上新庄駅、相川駅、正雀駅、摂津市駅、南茨木駅 

 茨木市駅、総持寺駅、富田駅、高槻市駅、上牧駅 

 水無瀬駅、大山崎駅、西山天王山駅、長岡天神駅 

 西向日駅、東向日駅、洛西口駅、桂駅、西京極駅、西院駅 

 大宮駅、烏丸駅、京都河原町駅 

千里線 

 天神橋筋六丁目駅※、柴島駅、下新庄駅、吹田駅、豊津駅 

 関大前駅、千里山駅、南千里駅、山田駅、北千里駅 

嵐山線 

 上桂駅、松尾大社駅、嵐山駅 

※京都本線には天神橋筋六丁目駅を含みます。

 

スタンプデザイン（一例） 

スタンプデザイン（一例） 



 

今後も、多くのお客さまに鉄道でのお出かけを楽しんでいただけるよう、鉄道事業者等との連携により対応

路線の拡大に取り組んでまいります。 

 

※ 「エキタグ」および「デジタル駅スタンプ」は、株式会社ジェイアール東日本企画の登録商標です。 

※ 画像はすべてイメージです。 

 

■デジタル駅スタンプアプリ｢エキタグ｣  

公式 HP     ：https://www.ekitag.jp/  

Instagram   ：https://www.instagram.com/ekitag_stamp/  

X(旧 Twitter)  ：https://x.com/ekitag_stamp  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.ekitag.jp/
https://www.instagram.com/ekitag_stamp/
https://x.com/ekitag_stamp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 1 

 



別紙 2 

 
 

 

 


